
開催日時：令和８年２月１７日（火） 13時00分 ～ 18時00分

開催場所：エア・ウォーターの森 1Fフォレストホール（札幌市中央区北８条西13丁目28-21）

プログラム：

第1部 自治体成果報告
（13:00～16:00）

・地域の課題を踏まえた、地域脱炭素の具体施策や実現したい将来像等の報告
・有識者からのフィードバック

第2部 クロストークセッション
（16:20～18:00）

・自治体成果報告を踏まえたクロストークセッション
・道内を拠点に地域脱炭素を進める事業者と地域と共生する再エネ普及に向けた
クロストークセッション

• ゼロカーボン塾参加自治体による成果報告（第1部）と、ゼロカーボンの実践を支える有識者・事業者等によるクロス
トークセッション（第2部）で構成する「ゼロカーボン塾 成果報告会」を開催します。

• 自治体が直面する課題や挑戦、その解決に向けた専門家からの助言を通じて、ゼロカーボン北海道の“今”を知ることが
できる機会です。



●ゼロカーボン塾とは
地域が主体となって脱炭素事業を推進するための「政策形成力」「地域協働力」の強化に努め、
また市町村間での「ノウハウの共有」「相互支援の促進につながるネットワーク形成」を図ることを目
的として開催。

＜令和７年度の事業概要（これまでの取組）＞
✓ 総論編研修（開催日：8月27日 ＠札幌）
（実施内容）脱炭素の潮流、道内脱炭素の基礎情報等、行動変容の取組推進に係るワークショップ実践
✓ テーマ別研修会（開催日：9月29日、10月6日・9日、11月12日・28日 ＠オンライン）
（実施内容）①ZEB/ZEH ②脱炭素まちづくり ③太陽光発電 ④普及啓発/行動変容 ⑤区域施策編
✓ 現地視察研修（開催日：10月15日・21日・30日 ＠各地）
（実施内容）大樹町：ZEB庁舎 松前町：地域マイクログリッド 深川市・秩父別町：ZEB、太陽光 ＜現地視察研修（松前町）の様子＞

●第1部：発表市町村（予定）及び有識者について
発表者：新篠津村、むかわ町、新ひだか町、松前町、奥尻町、東神楽町、士幌町、芽室町、足寄町、浦幌町、釧路町、厚岸町、浜中町
有識者：北海道大学 石井教授、北海学園大学 上園教授、北星学園 藤井専任講師

●第2部：クロストークセッション参加者（予定）について
ファシリテーター：北海道大学 石井教授
登壇者：自然エネルギー財団 尾身氏（テーマ別研修講師、「地域に歓迎される太陽光発電」執筆担当者）

環境エネルギー政策研究所 山下氏（地域エネルギー政策に従事、自然共生型再エネの普及等を推進）
道内脱炭素関連事業者（北海道ガス 宮澤氏、NTT東日本 中川氏、エア・ウォーター 石原氏、北海道電力 松本氏）


